
ジュニア・アカデメイア

第10期発表動画
公開中!

── お問い合わせ先 ──

junior-akademeia@jpc-net.jp

03-5511-2030

担当：竹内・中村・大浦

ＨＰはこちら

『もやもや』から提言へ

～今、何を問うか～



～ジュニア･アカデメイア趣意書～

日本アカデメイアは、日本の将来を担わねばならない公共人材
を、各界が短期的な利害得失を超え、⾧期的な視野に立って支え
ていくための取り組みを行っています。

今まさに社会へ飛び出そうとする若者は、様々な意見や主張が
存在する中で合意形成を導くことができるリーダーになる必要が
あります。そのためには、物事の本質を見極める精神的なタフさ
を身に着けることが必要です。

ここにジュニア・アカデメイアを設立し、志ある若者が、意見
の相違を乗り越えながら共通の方向性を見出し、行動することを
学ぶ場を提供します。学生は自治憲章に則って、自主・自立の精
神をもって活動します。また、修了生が活動修了後もネットワー
クを形成することで、将来の日本の礎を築きます。

～ジュニア･アカデメイア自治憲章～

私たちは、ジュニア･アカデメイアの趣意書に賛同し、日本の
礎を担うという自覚をもって、学んでいきます。

一、私たちは、自らの意志でこの活動に参画します。最後まで
自主・自律の精神をもって活動し、責任を果たします

一、私たちは、既存の考え方に頼らずに、日本社会の問題を根本
から考えます。私たちの素直な思いを見つめ、私たちの視点
で問題の解決策を考えます

一、私たちは、それぞれが異なる意見や主張を持っていても、
一致点を導き出すため、ねばり強く合意形成に取り組みます

一、私たちは、年齢・性別や、大学・学年の垣根を越えて学び合
います。必要な時は助け合い、支え合います

一、私たちは、この学びを次の世代へ引き継ぎます。同時に
私たちも学び続けます
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ひらめけ・とんがれ・突き抜けろ―

日本の将来を担うリーダーの育成を目指して

ジュニア・アカデメイアとは
ひらめけ・とんがれ・突き抜けろ―



交通費補助地域
25,000円東北・中部・近畿
40,000円中国・四国
45,000円北海道・九州

１１月１０月９月８月

３月２月１月１２月

第１１期ジュニア・アカデメイア
活動内容・募集要項

２

6.参加費用

5.参加要件

4.募集対象

3.活動内容(予定)

2.活動期間・スケジュール(予定)

1．テーマ



ジュニア・アカデメイア参加のメリット

全国の大学から集まった仲間たちと、大学、地域の垣根を超えて、
“真面目な話”を“真面目に”議論することができます。

日本が直面する諸課題を追求し、自身の本音や意見を
社会に発信することができます。

政治、行政、企業や労働組合等、各界で活躍するリーダーの
皆さんと直接対話することができます。

全国の大学生との
本音の議論

修了後も、各界で活躍するジュニア・アカデメイア修了生との
ネットワークを持つことができます。

ジュニア・アカデメイアを経た
学びの拡がり

修了生の声

活動に参加し、自分の社会に対する見方が大きく広がりました。
ゲストの方々との対話や参加者同士の議論を通して、自分自身が普
段当たり前だと思っていることを改めて問い直す機会になったと感
じています。

普段は他大学・他学部の方々と交流する機会があまりない中、この
活動で多くの人と熱い議論を交わし、毎回話題が尽きず、参加する
たびに新しい刺激を受けました。活動自体は大学の授業とも両立し
やすく無理なく続けることができました。ジュニアカに参加したこ
とで、大学の授業に対しても「どこに社会課題があるのか」、日常
生活の中でも「今の日本はどうなっているのか」をこれまで以上に
深く考えるようになりました。意見を持つことの大切さや、他者と
対話することの大切さを学ぶことができたと感じています。

それぞれが関心のあるテーマを深め、最終的に提言としてまとめて
いく過程が印象的でした。特に、各界の方々が若者にどのような役
割や期待を寄せているのかを直接感じ取ることができた点が印象に
残っています。多様なバックグラウンドを持つ参加者の考え方にも
触れ、自分の視野が広がる有意義なプログラムでした。

各界で活躍する
リーダーとの対話

自分の本音や意見を
社会に発信

修了後も続く
ネットワーク

大学３年生

大学院１年

大学４年生
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1．テーマ・ミッション

昨年度のジュニア・アカデメイア
活動の様子

提言発表会・交流会

ゲストとの対話
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ジュニア・アカデメイア
よくある質問

５

Q.忙しい時期・予定が合わない回があります
が、参加できますか？

A. 発表は個人単位ですが、プログラム内で
他参加者との交流の機会を設けています。

Q.１年生でも参加できますか？

A.学年や専攻に関係なく参加できます。

Q.個人で提言を発表するのですか？
他参加者との交流はありますか？

Q.費用はどのくらいかかりますか？

A.交通費・通信費の負担が発生します。
対面でのイベントは都内開催のため、
首都圏外の方には交通費補助があります。

A.事前にスケジュールを公開している
イベントには原則参加をお願いします。
課題などについてはご相談ください。

その他ご不明な点があれば、お問合せください!



いま日本に必要なのは｢公智｣の結集です

政治リーダーとの対話と合意形成 産官学による日本と世界の長期ビジョン
の検討とネットワークの立て直し

次世代の人材育成

詳しくはHPにて

日本アカデメイア

https://j-akademeia.jp/
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ジュニア・アカデメイア事務局
(公益財団法人日本生産性本部内)

〒100-6105 東京都千代田区永田町2-11-1 山王パークタワー5階
TEL：03-5511-2030

HP：https://j-akademeia.jp/activities/junior/
E-mail：junior-akademeia@jpc-net.jp

公益財団法人日本生産性本部

https://www.jpc-net.jp/


